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岡田泰司　　公文書管理法施行後の法人文書管理及び法人文書管理システムの運用について

特　
　

集公
文
書
管
理
法
施
行
後
の
法
人
文
書
管
理
及
び
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
つ
い
て

岡　
　

田　
　

泰　
　

司

は
じ
め
に

　

平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」

（
以
下
「
公
文
書
管
理
法
」
と
言
う
。）
は
、
国
及
び
独
立
行
政
法
人
等
が
、
自
ら

保
有
す
る
文
書
の
作
成
か
ら
保
存
、
国
立
公
文
書
館
等
へ
の
移
管
（
ま
た
は
適
切

な
形
で
の
廃
棄
）
と
い
う
、
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
般
を
通
し
て
の
管
理
を

徹
底
す
る
こ
と
を
定
め
た
法
律
で
あ
る
。
そ
の
主
な
狙
い
と
し
て
は
、
以
下
の
二

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　

一
、 

政
策
等
、
国
や
独
立
行
政
法
人
等
の
意
思
決
定
過
程
を
ト
レ
ー
ス
可
能

な
形
で
（
重
要
な
も
の
は
永
年
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
一
定
の
保
存
期

間
の
間
）
残
し
、
現
在
及
び
未
来
の
国
民
に
対
す
る
「
見
え
る
化
」
を

促
進
し
て
、国
民
の
行
政
等
に
対
す
る
信
頼
の
確
立
（
あ
る
い
は
回
復
）

を
図
る
。

　
　

二
、 

行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人
に
お
い
て
新
た
な
政
策
立
案
等
を
行
う
際
、

有
益
な
参
考
資
料
と
し
て
、
過
去
の
経
緯
や
類
例
に
関
す
る
文
書
を
参

照
す
る
こ
と
が
容
易
と
な
る
た
め
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
効
率
的
な
企

画
立
案
が
可
能
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
法
の
中
で
定
め
ら
れ
た
事
項
は
、
こ
れ
ま
で
も
情
報
公
開

法
下
で
政
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
レ
ベ
ル
で
整
備
さ
れ
て
き
た
公
文
書
（
行
政
文
書

及
び
法
人
文
書
）
管
理
に
つ
い
て
の
も
の
と
、
大
筋
で
同
様
あ
る
い
は
延
長
線
上

に
あ
る
内
容
で
あ
り
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
国
や
独
立
行
政
法

人
の
文
書
管
理
が
一
変
す
る
と
い
う
類
の
も
の
で
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い

る
。
実
際
、
先
に
挙
げ
た
狙
い
一
の
「『
見
え
る
化
』
を
進
め
る
」
と
い
う
の
は
、

情
報
公
開
法
の
主
旨
そ
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
二
に
つ
い
て
も
、
情
報
公
開
法
施

行
以
来
、
文
書
の
整
理
が
進
む
に
つ
れ
、
現
場
レ
ベ
ル
で
は
実
現
し
て
い
た
部
分

も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。（
本
学
文
書
館
で
も
、
事
務
職
員
に
よ
る

利
用
が
多
い
と
聞
く
。）

　

た
だ
し
、
今
ま
で
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
未
来
の
国
民
あ
る
い
は
行
政
自
ら

に
記
録
を
継
承
し
て
い
く
、と
い
う
観
点
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

今
ま
で
の
情
報
公
開
法
下
で
の
情
報
公
開
は
、
あ
る
政
策
や
意
思
決
定
の
前
後
一
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定
期
間
（
保
存
期
間
）
に
お
い
て
説
明
責
任
が
担
保
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
状

態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
今
後
は
、
歴
史
的
に
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
将
来
に
そ
れ
を
残
す
べ
く
、
作
成
時
か
ら
そ
れ
に
見
合
っ
た
レ
コ
ー
ド
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
則
っ
て
、
一
元
的
に
管
理
さ
れ
る
。

　

本
学
で
は
、平
成
一
六
年
に
広
島
大
学
文
書
館
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、

こ
う
し
た
「
現
在
か
ら
未
来
へ
の
継
承
」
と
い
う
観
点
に
基
づ
く
文
書
管
理
体
制

を
、
法
の
施
行
に
先
立
っ
て
段
階
的
に
導
入
し
て
き
た
。
そ
の
う
ち
特
筆
す
べ
き

は
、
各
室
及
び
部
局
（
以
下
「
部
局
等
」
と
言
う
。）
に
お
け
る
文
書
館
に
よ
る

移
管
作
業
と
、
文
書
担
当
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
保
存
期
間
満
了
文
書
の
確
認
作
業
の

一
元
的
実
施
と
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
あ
ろ
う
。

一
、
文
書
館
と
文
書
担
当
グ
ル
ー
プ
の
合
同
作
業
に
つ
い
て

　

文
書
館
と
文
書
担
当
グ
ル
ー
プ
の
合
同
作
業
は
、
平
成
二
〇
年
度
の
法
人
文
書

移
管
作
業
か
ら
開
始
し
た
。（
対
象
文
書
は
平
成
一
九
年
度
に
保
存
期
間
を
満
了

し
た
文
書
。）
法
人
文
書
の
文
書
館
へ
の
移
管
自
体
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
行
わ
れ

て
お
り
、
各
部
局
等
が
保
有
す
る
法
人
文
書
の
リ
ス
ト
（
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管

理
簿
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
法
人
文
書
の
中
か
ら
、
移
管
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
文
書
の
み
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
各
部
局
等
で
そ
れ
ら
の
現
物
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
上
、
文
書
の
現
有
部
局
等
の
同
意
を
得
て
移
管
を
受
け
る
と
い
う
方
式
が
採
ら

れ
て
い
た
が
、
文
書
の
移
管
率
は
実
施
後
数
年
経
過
後
も
低
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
主
に
、
当
時
の
現
用
文
書
の
管
理
や
整
理
の
方
法
に
起
因
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

移
管
対
象
文
書
の
絞
り
込
み
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理

簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
基
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
管
理
簿
自
体
が
、

情
報
公
開
に
お
け
る
利
便
性
を
優
先
し
、
外
部
者
か
ら
の
分
か
り
や
す
さ
を
考
慮

し
て
構
成
さ
れ
て
い
た
た
め
、
簿
冊
管
理
の
た
め
の
リ
ス
ト
と
し
て
の
精
度
を
犠

牲
に
し
て
い
た
面
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
複
数
簿
冊
に
ま
た
が
る
内
容
が
一
つ
の

フ
ァ
イ
ル
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
、
ま
た
は
フ
ァ
イ
ル
の
一
部
を
構
成
す
る
内

容
が
フ
ァ
イ
ル
名
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
等
、
フ
ァ
イ
ル
名
の
情
報
と
簿
冊
と

の
一
致
が
難
し
い
構
成
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
各
部
局
等
保
有
の
法
人
文
書
に
つ
い
て
、
全
学
を
総
括
す
る
文
書
管
理

担
当
グ
ル
ー
プ
（
総
務
部
総
務
グ
ル
ー
プ
〈
当
時
〉）
が
直
接
管
理
状
況
等
を
確

認
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
な
か
っ
た
た
め
、
各
部
局
等
の
書
庫
の
実
際
の
場
所
や
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
等
の
把
握
が
で
き
ず
、
全
学
的
に
適
切
な
文
書
管
理
が
行
わ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
や
、
管
理
に
関
す
る
個
別
具
体
的
な
提
案
等
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
は
、
文
書
館
の
法
人
文
書
の
移
管
作
業
に
文
書

管
理
担
当
グ
ル
ー
プ
も
同
行
し
、
当
該
年
度
に
保
存
期
間
を
満
了
し
た
保
有
文
書

の
全
て
に
つ
い
て
、
同
グ
ル
ー
プ
が
現
物
確
認
を
行
い
、
そ
の
後
に
文
書
館
が
そ

れ
ら
に
つ
い
て
移
管
す
る
か
ど
う
か
の
選
定
を
行
う
、
と
い
う
方
式
を
採
る
こ
と

と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
情
報
と
実
際
の
簿

冊
の
内
容
と
の
乖
離
を
修
正
し
た
上
で
文
書
館
の
移
管
選
定
に
供
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、移
管
さ
れ
る
べ
き
情
報
の
取
り
こ
ぼ
し
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
ま
た
、

確
認
の
際
に
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
情
報
と
実
際
の
簿
冊
の
情
報
が
異

な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
情
報
と
し
て
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
登
録
さ
れ
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て
い
る
現
用
分
の
簿
冊
の
整
理
状
況
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
確
認
を
行
う
こ
と

と
し
、
同
様
に
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
上
の
情
報
と
簿
冊
の
対
応
関
係
が
明
確
で
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
場
合
は
、
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
情
報
を
実
際
の
簿
冊
と
対
応
可

能
な
情
報
に
修
正
を
行
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
フ
ァ
イ
ル
管

理
簿
の
簿
冊
管
理
用
の
情
報
と
し
て
の
精
度
は
向
上
し
て
い
っ
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
部
局
等
と
意
見
交
換
が
で
き
る
こ
と
や
、

実
際
の
管
理
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
文
書
管
理
の
た
め
の
実
効
的
な
提
案
等
が

で
き
る
こ
と
も
、
こ
の
方
式
の
大
き
な
利
点
で
あ
る
。
実
際
近
年
は
、
部
局
等
の

文
書
の
管
理
や
移
管
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
文
書
の
整
理
に
関

す
る
部
局
等
か
ら
の
相
談
件
数
も
増
え
て
い
る
。

二
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

　

本
学
で
は
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
平
成
一
七
年
度
か
ら
導
入
し
た
。
導
入
当

初
は
自
治
体
用
に
開
発
さ
れ
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
も
の
を
使
用

し
て
い
た
が
、
平
成
二
〇
年
に
同
シ
ス
テ
ム
の
レ
ン
タ
ル
期
間
が
終
了
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
筆
者
が
主
担
当
と
し
て
平
成
一
九
年
度
か
ら
独
自
シ
ス

テ
ム
の
開
発
を
進
め
、平
成
二
〇
年
八
月
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
し
た
。

　

資
料
１
と
し
て
、
新
シ
ス
テ
ム
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
要
約
版
を
掲
載
し
た
。
新
シ

ス
テ
ム
の
開
発
に
あ
た
っ
て
意
図
し
た
の
は
、
各
ユ
ー
ザ
ー
が
直
感
的
に
作
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
操
作
感
の
実
現
と
、
一
方
で
そ
の
作
業
の
結
果
と
し
て
適
切

な
文
書
管
理
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
状
態
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
で
あ

る
。

　

結
果
組
み
上
が
っ
た
シ
ス
テ
ム
は
、
有
す
る
機
能
そ
の
も
の
と
い
う
点
で
は
、

「
シ
ス
テ
ム
上
で
の
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
登
録
」、「
文
書
番
号
の
取
得
」、「
文

書
の
収
受
・
作
成
・
起
案
・
決
裁
・
施
行
の
ス
テ
ー
タ
ス
管
理
」
等
、
本
学
が
使

用
し
て
い
た
も
の
も
含
め
た
既
存
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
で
実
現
さ
れ
て
い
た
も

の
で
、
そ
れ
ら
自
体
に
特
筆
す
べ
き
特
徴
は
な
い
も
の
の
、
構
造
や
レ
イ
ア
ウ
ト

の
工
夫
に
よ
り
、
文
書
管
理
に
関
す
る
特
殊
な
知
識
が
な
く
て
も
、
直
感
的
な
操

作
に
よ
っ
て
、
そ
の
文
書
の
保
存
期
間
や
重
要
度
が
確
定
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
、
意
図
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
実
現
で
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
に
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
情
報
を
登
録
し
た
際
に
、
紙
媒
体

フ
ァ
イ
ル
の
背
表
紙
が
自
動
で
生
成
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
）
さ
れ
る
仕
組
み
を
組
み
込

ん
で
お
り
、
平
成
二
一
年
度
か
ら
は
事
務
室
で
作
成
さ
れ
る
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル

の
背
表
紙
を
こ
の
方
式
で
作
成
す
る
運
用
と
し
た
。
資
料
２
は
、
自
動
生
成
さ
れ

た
背
表
紙
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。用
紙
の
大
き
さ
は
Ａ
４
判
で
、

使
い
や
す
い
よ
う
に
複
数
の
サ
イ
ズ
の
背
表
紙
を
同
時
に
印
刷
す
る
よ
う
に
し

た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
学
で
作
成
さ
れ
る
事
務
系
の
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
シ

ス
テ
ム
へ
の
登
録
数
は
飛
躍
的
に
上
昇
し
、
運
用
か
ら
二
年
で
、
登
録
文
書
フ
ァ

イ
ル
は
一
〇
、〇
〇
〇
件
強
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
内
の
、
法
人
文

書
フ
ァ
イ
ル
に
関
す
る
登
録
情
報
は
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
項
目
要
件

を
満
た
す
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
内
で
は
、
そ
の
情
報
を
基
に
法
人
文

書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
表
示
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
機
能
に
よ
り
法
人

文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
別
途
作
成
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
従
来

各
部
局
等
で
エ
ク
セ
ル
等
に
よ
り
作
成
し
て
い
た
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
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の
作
成
が
不
要
と
な
り
、
文
書
管
理
に
か
か
る
業
務
負
荷
の
軽
減
に
繋
が
っ
た
。

　

な
お
、
同
シ
ス
テ
ム
へ
の
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
情
報
の
登
録
に
よ
り
、
現
在
廃

棄
・
移
管
作
業
の
上
で
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー
タ

と
簿
冊
の
情
報
の
照
合
が
容
易
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
生
成
し

た
背
表
紙
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
双
方
の
名
前
が
一
致
す
る
上
、
シ
ス
テ
ム
上
で

各
フ
ァ
イ
ル
に
は
Ｉ
Ｄ
が
振
ら
れ
て
お
り
、
背
表
紙
に
も
Ｉ
Ｄ
が
印
字
さ
れ
て
い

る
た
め
、
類
似
フ
ァ
イ
ル
が
存
在
す
る
場
合
に
も
識
別
が
容
易
に
行
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
ま
だ
登
録
し
た
文
書
で
保
存
期
間
が
満

了
し
た
も
の
は
な
い
が
、
今
後
作
業
対
象
に
占
め
る
登
録
文
書
の
割
合
が
増
え
る

に
連
れ
て
、
廃
棄
対
象
文
書
の
確
認
及
び
移
管
選
定
作
業
の
時
間
は
短
縮
さ
れ
て

い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
文
書
館
に
お
け
る
移
管
文
書
の
目
録
整
理
に
お

い
て
も
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
上
の
デ
ー
タ
を
流
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た

め
、
現
用
時
の
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
か
つ
確

実
な
移
管
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に　

―
今
後
の
計
画
及
び
課
題
に
つ
い
て
―

　

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
本
学
の
文
書
管
理
・
移
管
業
務
は
こ
こ
数

年
で
飛
躍
的
に
改
善
し
た
と
言
っ
て
良
い
と
考
え
る
が
、
未
だ
道
半
ば
で
あ
り
、

今
後
も
更
に
文
書
管
理
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
公
文
書
管
理

法
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、集
中
管
理
の
推
進
や
監
査
及
び
研
修
体
制
の
構
築
等
、

実
現
に
向
け
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
多
い
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま

え
、
今
後
本
学
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
私
案
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
が
資
料
３

で
あ
る
。

　

た
だ
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
文
書
管
理
業
務
は
厳
密
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
が
と
き
に
他
の
業
務
を
停
滞
さ
せ
る
要
因
に
も
な
り
か
ね
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の

仕
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
他
の
業
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
現
在
及
び
未
来
の
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
ま
た
未

来
の
本
学
職
員
に
考
え
方
の
ヒ
ン
ト
を
残
し
つ
つ
、
業
務
を
停
滞
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
業
務
の
効
率
化
に
も
繋
が
る
よ
う
な
形
で
の
文
書
管
理
業
務
の
改

善
を
、
今
後
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
お
か
だ　

や
す
し　
広
島
大
学
財
務
・
総
務
室
総
務
グ
ル
ー
プ
主
任
）
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資料１　法人文書管理システム操作説明書（文書処理編）



広島大学文書館紀要　第13号（2011年）

― 47 ―



― 48 ―

岡田泰司　　公文書管理法施行後の法人文書管理及び法人文書管理システムの運用について



広島大学文書館紀要　第13号（2011年）

― 49 ―



― 50 ―

岡田泰司　　公文書管理法施行後の法人文書管理及び法人文書管理システムの運用について



広島大学文書館紀要　第13号（2011年）

― 51 ―



― 52 ―

岡田泰司　　公文書管理法施行後の法人文書管理及び法人文書管理システムの運用について



広島大学文書館紀要　第13号（2011年）

― 53 ―



― 54 ―

岡田泰司　　公文書管理法施行後の法人文書管理及び法人文書管理システムの運用について



広島大学文書館紀要　第13号（2011年）

― 55 ―



― 56 ―

岡田泰司　　公文書管理法施行後の法人文書管理及び法人文書管理システムの運用について



広島大学文書館紀要　第13号（2011年）

― 57 ―

資料２　背表紙のサンプル
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岡田泰司　　公文書管理法施行後の法人文書管理及び法人文書管理システムの運用について

資料３  今後の文書管理体制の整備計画（私案）

１．年次計画

平成21年度　

　・　文書管理システムへの登録による法人文書ファイルの管理開始（済）

　　　　→　簿冊レベルの電子的管理を開始

平成25年度ごろまでに

　・　完結後５年経過後の法人文書ファイルの集中管理を開始（本部棟１Ｆピット）

　　　　→　中間書庫における集中管理の開始

平成26年度ないしは平成31年度

　・ 　システムへの法人文書ファイルの登録開始から５年ないしは10年経過後を目途に，従来

エクセルで作成し管理しているファイル管理簿の内容を全てシステムに移行。

　　　※ 　エクセルでファイル管理簿を作成していた時代（平成20年度作成分以前）の法人文

書ファイルの約６～７割が５年後，８～９割が10年後には保存期間を満了するため，

移行作業対象を最小限に抑えることができるタイミングで実施。

　　　→　学内の全簿冊情報の電子的管理の実現

２．法人文書ファイルデータのシステムへの全移行と同時期

　・ 　現在，原議書を用いず簡易決裁により行っている決裁を電子化する。電子化されない決

裁（原議書を伴うもの）は，原議書の作成をシステムで行うことを必須にする。

　　　※ 　電子決裁は現在のシステムに実装していないが，組み込みは可能であり，小規模な

改修で組み込み可能。原議書のシステム内での作成機能は実装済み。

　・ 　電子決裁と同時に，登録する目録情報の添付ファイルとして，文書管理システム内への

電子媒体による文書そのものの保存を行う。（移管対象となるような文書や，長期保存の

文書は紙で保存。）

　　　※ 　目録情報への添付ファイル機能（及びその添付ファイルの自動 PDF化機能）は実

装済。

　　　→　電子決裁の（一部）実現及び文書の（一部）電子化完了




